教会防災マニュアル（テンプレート）
― 災害時に、いのちを守り、共に支え合うために ―

教会名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

所属教団・団体名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

電話番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

初版作成：＿＿年＿＿月
最新改訂：＿＿年＿＿月

管理責任：役員会
防災担当：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【このマニュアルについて】
・本マニュアルは、災害時にその場にいる人が落ち着いて行動できることを目的とします。
・完璧を目指すものではなく、毎年見直し・更新することを前提とします。
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第1章　はじめに
【記入例】教会の使命と防災の関係、本マニュアルの目的

・私達の使命は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・本マニュアルは、災害時にその場にいる人が落ち着いて行動できることを目的とします。
・完璧を目指すものではなく、毎年見直し・更新することを前提とします。

（以下、各教会で記入・編集してください）


第2章　教会の基本情報
【記入欄】建物構造、礼拝回数、参加人数、特別行事


（以下、各教会で記入・編集してください）


第3章　防災体制・役割分担
【記入欄】防災担当者、判断責任者、役割分担


（以下、各教会で記入・編集してください）


第4章　災害時の基本行動原則
【記入例】身の安全、指示系統、助け合い


（以下、各教会で記入・編集してください）


第5章　シナリオ別 初動対応
避難時チェックリスト（各シナリオ別）
A. 大地震発生時（礼拝・集会中）
	No
	項目
	担当
	確認欄

	1
	「地震です！」と呼びかけ、全員に頭を守るよう指示する
	司会者／牧師
	□

	2
	揺れの最中は動かず、机・椅子の下または壁際に避難
	全員
	□

	3
	揺れが収まったら、出入口の安全確認
（倒壊・火災・ガス漏れ）
	役員
	□

	4
	屋外一時避難場所へ誘導
（落下物・電線から離れる）
	牧師・係員
	□

	5
	高齢者・子どもを優先して避難誘導
	指定係
	□

	6
	点呼・人数確認（礼拝出席簿やプログラムを使用）
	書記係
	□

	7
	けが人の確認・応急手当
	救護係
	□

	8
	電気・ガス・水道の元栓を閉める（安全確認後）
	牧師
	□

	9
	近隣住民・自治会への連絡
	役員代表
	□

	10
	教会員への情報発信
（SNS・メール・電話連絡網）
	広報係
	□




B. 大地震発生時（平日・少人数）
	No
	項目
	担当
	確認欄

	1
	揺れの最中は机の下・壁際に避難
	牧師・来客
	□

	2
	ドアを開けて出入口を確保
	牧師
	□

	3
	揺れが収まったら火災・ガス漏れ・損傷確認
	牧師
	□

	4
	外へ避難し、周囲の倒壊物・電線を確認
	牧師
	□

	5
	教会員・家族へ安否報告
	牧師夫婦
	□

	6
	建物の損傷を写真で記録
	牧師
	□

	7
	災害用伝言ダイヤル・SNSで情報収集
	牧師
	□




C. 火災発生時（礼拝・集会中）
	No
	項目
	担当
	確認欄

	1
	火災を発見したら「火事だ！」と大声で知らせる
	発見者
	□

	2
	牧師または係員が119番通報
	牧師
	□

	3
	初期消火・消火器で対応
（安全な範囲のみ）
	消火係
	□

	4
	煙が出たらすぐに避難指示を出す
	牧師／司会者
	□

	5
	出口が安全か確認
（火元と逆方向へ避難）
	役員
	□

	6
	子ども・高齢者を補助しながら避難
	指定係
	□

	7
	姿勢を低くして避難（煙を吸わないように）
	全員
	□

	8
	屋外で点呼・人数確認
	書記係
	□

	9
	消防隊を入口で誘導
	役員
	□

	10
	SNS・電話で状況報告
（教会員・消防・関係団体）
	広報係
	□




D. 火災発生時（平日・少人数）
	No
	項目
	担当
	確認欄

	1
	火災を発見したら「火事だ！」と大声で知らせる
在館者確認
	発見者
	

	2
	119番通報
	牧師・発見者
	□

	3
	初期消火・消火器で対応
（安全なら）
	牧師・発見者
	□

	4
	火元が拡大したら直ちに屋外へ避難
	全員
	□

	5
	延焼や周囲の危険を確認
	牧師
	□

	6
	教会員・役員に連絡
	牧師
	□

	6
	消防・保険・関係者への報告
	牧師
	□

	7
	被害状況を記録
（写真・メモ）
	牧師
	□





（以下、各教会で記入・編集してください）


第6章　避難訓練・年間計画と振り返り
本計画は、教会規模（10人〜100人程度）を問わず実施可能な、防災準備・点検・訓練・見直しを1年間で循環させるためのモデル案です。各教会で編集してください。
【年間サイクルの考え方】
防災計画は『一度作って終わり』ではなく、点検 → 共有 → 訓練 → 振り返り → 更新を毎年回すことが重要です。
年間スケジュール（例）
4〜5月：現状点検・共有
□ 防災準備・点検シートを用いた自己点検
□ 役員会で結果共有（○△×）
□ 今年度の重点課題を1〜3点決定
6〜7月：備蓄・環境整備
□ 備蓄内容の見直し・補充
□ 賞味期限・使用期限チェック（次回避難訓練後等で試食会・試用会等）
□ 建物内の転倒・落下対策の確認
9月：避難訓練（礼拝中想定）
□ 礼拝中の地震または火災想定訓練（訓練後に賞味期限切れ保存食の試食会等）
□ 更新版チェックリストを使用
□ 訓練後に簡単な振り返り
10月：振り返り・改善
□ 防災マニュアル・点検シートの更新
□ 課題の優先順位整理
□ 次年度への改善点を記録
1〜2月：平日・少人数想定の確認
□ 平日・牧師不在時の想定確認
□ 連絡網・判断体制の再確認
□ 書面訓練（想定確認のみでも可）
3月：年度末のまとめ・引き継ぎ
□ 礼拝中以外の想定の避難訓練・シミュレーション
□ 年度の取り組みまとめ
□ 次年度役員への引き継ぎ
□ 年間計画の更新


第7章　備蓄・建物・設備
【記入欄】備蓄品リスト、保管場所


（以下、各教会で記入・編集してください）


第8章　連絡・情報共有
【記入欄】連絡網、安否確認方法（電話対象者は誰か／LINE等で連絡は誰か等）


（以下、各教会で記入・編集してください）


第9章　地域・他教会との連携
【記入欄】近隣教会、自治会　連絡先・担当者


（以下、各教会で記入・編集してください）


第10章　教会員向け防災ガイド
このガイドは、地震や火災などの災害が起きたとき、教会にいる私たち一人ひとりが落ち着いて行動できるようにするためのもののサンプルです。
1．礼拝中・集会中に地震が起きたら
・あわてず、まず自分の身を守りましょう
・頭を守り（カバン・座布団等）、机や椅子の下、安全な壁際に身を寄せます
・揺れが収まるまで動きません
・牧師や係の指示をよく聞いてください
2．礼拝中・集会中に火事が起きたら
・『火事です』という声が聞こえたら、指示に従って行動します
・煙が出ている場合は、姿勢を低くして避難します
・エレベーターは使いません
・出口では押し合わず、ゆっくり進みます
3．避難したあとに大切なこと
・指定された場所に集まります
・近くにいる人同士で声を掛け合います
・体調が悪い人、けがをした人がいないか確認します
4．平日に教会にいるときに災害が起きたら
・まず身の安全を確保します
・危険を感じたら、無理をせず外に避難します
・牧師や教会の連絡を確認してください
5．日ごろからできる備え
・非常口や避難経路を覚えておきましょう
・地図アプリや防災アプリを入れて、使い方に慣れておきましょう
・教会からの連絡方法（電話・LINEなど）を確認しておきましょう
・高齢の方や体調に不安のある方は、周囲に伝えておきましょう
6．お互いを大切にするために
・災害時は、不安や恐れが強くなります。
・互いに声を掛け合い、助け合いながら行動しましょう。
・私たちは一人ではなく、教会として共に守られています。
（必要に応じて、各教会で編集してください）


付録
・教会防災準備・自己点検シート
・避難訓練チェックリスト
・年間防災計画

・改訂履歴


改訂履歴：
＿＿年＿＿月　＿＿＿＿＿＿＿＿
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